
１．はじめに
ウミガメ科は，白亜紀中頃に出現して以来，最も多

様性に富んだ海生カメ類として今日に至っている

（Hirayama，１９９５，１９９７）．ウミガメ科の化石は日本

国内では中新世の浅海成層にとりわけ多産しており，

Syllomus aegyptiacus および Procolpochelys susaensis が

知 ら れ て い る（長 谷 川 ほ か，２００５；Shikama and

Suyama，１９７６；平山，２００６）．本論では，福井県大

飯郡高浜町の前期中新世末（１６．５～１６．０Ma）の内浦

層群より発見された P. susaensis の追加標本を報告す

るとともに，中新世ウミガメ科の分類やタフォノ

ミー，古生態について手短に議論したい．なお本論で

報告する化石は，いずれも福井市立自然史博物館の所

蔵である（略号：FCMNH-GF）．

２．ウミガメ科化石産出地点の地質と産出層準
本地域の新第三系内浦層群は舞鶴帯の中・古生層と

白亜紀末の音海流紋岩を基盤として分布し，中期中新

世（K-Ar 年代は１４Ma 前後）の青葉山安山岩，およ

び大山安山岩に被覆されている（広川・黒田，１９５７，

１９５８；中川ほか，１９８５；亀高ほか，２０１０）．

内浦層群は下位から主に堆積岩類から構成される下

層と安山岩や流紋岩などの火山岩類からなる今戸鼻層

に区分される．下層は火山岩類とその火砕岩からなる

名島火山岩部層，礫岩，砂岩層を主とする塩汲峠礫

岩・砂岩部層，主に泥岩・頁岩からなる神野浦頁岩部

層に細分される．堆積岩類の全層厚は約２００m と薄

く，分布域は狭く，岩相変化が著しい．ウミガメ科化

石の産出した塩汲峠礫岩・砂岩部層からは Vicarya

yokoyamai，Geloina stachi，Cernina nakamurai，Aturia

cubaensis などの熱帯性の軟体動物化石が産出するこ

とから前期中新世末に卓越した熱帯海中気候の最温暖

期に対比できる（中川・竹山，１９８５；中川，２００９）．

このことは，上位の神野浦頁岩部層から N８帯上部

（１６～１５．２Ma）の浮遊性有孔虫（中川ほか，１９８５；

中川，２００９）が産出することからも支持される．
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Abstract
Partial disarticulated remains of Procolpochelys susaensis Shikama and Suyama,１９７６（Testudines:

Chelonioidea : Cheloniidae）, were collected from the late Early Miocene to the early Middle Miocene

Shimo Formation of Uchiura Group at Takahama - cho , Fukui Prefecture , Central Japan . New

materials include the first known postcrania such as scapula and plastron of this taxon . Its

occurrence and scapular morphology suggest rather coastal habitat of P. susaensis .
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福井県大飯郡高浜町小黒飯地域（図１）は，下層塩

汲峠礫岩・砂岩部層の主に泥質細粒砂岩，細粒砂岩か

らなり，砂質泥岩，礫岩，細礫～中礫の混じる粗粒～

中粒砂岩を含む．中川（２００９）は，下位から A～D

の４つの層準に区分した（図２）．層準 A は基盤岩類

を不整合に覆って分布する基底礫岩で最上部付近で級

化し，粗～中粒砂岩になる．層準 B は層準 A に重な

る主に泥岩と細粒砂岩からなり，潮間帯～水深１０m

までに生息する岩礁棲と砂底の化石を産出する．層準

C は，細粒砂岩からなり水深１０～２０m に生息する貝

化石が産出する．層準 D は，中粒砂岩を主とし礫岩

の薄層を挟み，層準 C と同様な化石を産出する．

今回産出したウミガメ科化石は層準 B から３点

（FCMNH-GF８０７３，８０７４，８０７５），層準 D の中粒砂

岩から１点（FCMNH-GF８０７６），層準 B～C の転石か

ら１点（FCMNH-GF８１５４）ならびに層準 D と推定さ

れるノジュール転石から１点（FCMNH-GF８０７７）の

計６点が産出した（図２）．

この中で層準 B から産出した FCMNH-GF８０７３，

８０７４，８０７５は，径１０cm 前後の同一ノジュール中に産

出したので同一個体のものと考えられる．FCMNH-

GF８０７６は，工事による物理的な破壊により，骨の大

半が剥離している．FCMNH-GF８０７７は中粒砂岩ノ

ジュールから，また FCMNH-GF８１５４は泥質細粒砂岩

ノジュールから得られた標本である．これらはいずれ

も遊離した骨格であり，死後すぐに地層中に埋積した

ものではないことを示す．なお，剖出に際しては，物

理的な方法のみならず，蟻酸による化学的な方法を併

用した．

３．古生物学的記載
爬虫綱 Class Reptilia

カメ目 Order Testudines

潜頸類 Cryptodira

ウミガメ上科 Superfamily Chelonioidea

ウミガメ科 Family Cheloniidae

Genus Procolpochelys Shikama and Suyama，１９７６

Procolpochelys susaensis Shikama and Suyama，１９７６

模式標本：No．４A（YM-G-１０００１；山口県立博物館所蔵）．

資料：FCMNH-GF８０７３（右第７肋板），８０７４（肋板），

８０７５（左第６縁板），８０７６（右第１肋板），８０７７（右上

腹甲），８１５４（左肩甲骨）．

産地：福井県大飯郡高浜町小黒飯．２００７年８月～２００８

年７月に採集．

図１ ウミガメ化石の産出地点．地形図は国土地理院発行の
１／２５，０００「難波江」を使用した．

・図２ ウミガメ化石の産出層準．X：化石産出層準．中川
（２００９）に一部加筆．
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